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※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

健
康
・
福
祉

　

こ
の
通
知
に
関
連
す
る
手
続
き
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
し
て
い
な
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
や
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
対
象
期
間　

４
月
～
６
月

●
発
送
時
期　

12
月
上
旬

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階
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２
３
）８
６
７
８

　

市
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
じ

ま
る「
大
田
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
あ
ん
し
ん
プ
ラ

ン（
第
９
期
計
画
）」の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
閲
覧
場
所　

▼
市
HP
▼

本
庁
舎
３
階
高
齢
者
幸

福
課
▼
湯
津
上
支
所
▼

黒
羽
支
所

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方　

次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

▼
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
中
の

方
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ

の
他
の
団
体
▼
市
に
納
税
義
務
の

あ
る
方
▼
本
計
画
事
業
に
利
害
関

係
の
あ
る
方

●
提
出
方
法　

12
月
６
日
㊌
～
26
日

㊋
に
所
定
の
用
紙
へ
住
所
、氏
名
、

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
便（
12
月
26
日
㊋
消
印
有

効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出

※
電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
意
見
の
取
り
扱
い　

提
出
さ
れ
た

ご
意
見
は
、
内
容
を
検
討
し
、
こ

れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
後
日

公
表
し
ま
す
。
個
々
の
意
見
に
対

し
て
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
の
趣
旨
に
直
接
関
係
の
な
い

意
見
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
し

ま
せ
ん
。

問
申
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階
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kaigo@

city.ohtaw
ara.tochigi.jp

　
「
障
害
者
週
間
」は
、
障
害
者
の
福

祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」の
配
布
な
ど
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
本
人
や
障
害

の
あ
る
子
を
持
つ
保
護
者
な
ど
で
組

織
す
る「
大
田
原
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会
当
事
者
部
会
」で
は
月
１
回

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
開
催
し
交
流
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
障
害
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
差
別
や
偏
見
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
事

者
部
会
で
は
随
時
委
員
や
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　

本
３
階

 
 

０
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本
市
で
は
、
広
報
お
お
た
わ
ら
・

議
会
だ
よ
り
・
社
協
だ
よ
り
を
音

声
化
し
た
Ｃ
Ｄ
を
郵
送
す
る「
デ
イ

ジ
ー
化
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
を
聞
く
た
め
に
必
要

な
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
を
、
日

常
生
活
用
具
費
給
付
事
業
で
、
視
覚

障
害
２
級
以
上
の
方
に
給
付
し
て
い

ま
す
。（
原
則
自
己
負
担
１
割
）

　

そ
の
他
、
市
で
配
布
し
て
い
る
福

祉
ガ
イ
ド
の
う
ち
、
補
装
具
、
日
常

生
活
用
具
な
ど
、
視
覚
障
害
者
対
象

の
給
付
品
目
を
ま
と
め
た
一
覧
を
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申
福
祉
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

　

傾
聴
と
は
、
相
手
の
話
だ
け
で
な

く
、
相
手
の
心
ま
で
受
け
止
め
る
も

の
で
す
。
近
年
で
は
、
老
若
男
女
問

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
役
に
立
つ
理

念
・
技
能
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
傾
聴
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
９
日
㊋
、

12
日
㊎
、
16
日
㊋
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階

　

３
０
１
会
議
室

●
内
容　

▼
傾
聴
の
技
術
習
得
▼
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

勤
務
の
方
で
３
回
全
日
程
に
出
席

で
き
る
方

市 か ら の お 知 ら せ

介
護
給
付
費
通
知
を
発
送
し
ま
す

大
田
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

12
月
３
日
～
12
月
９
日
は
「
障
害

者
週
間
」
で
す

視
覚
障
害
が
あ
る
方
へ

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

参
加
者
の
募
集



湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 体県立県北体育館本本庁舎

2023.1213

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
講
師　

黒
川 

貢 

氏（
栃
木
県
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

令
和
６
年
１
月
５
日

㊎
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
健
康
政
策
課　

本
３
階
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●
日
時　

12
月
20
日
㊌
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
場
所　

栃
木
県
庁
東
館
４
階
講
堂

●
講
師　

鈴
木 

信
行 

氏（
患
医
ね
っ

と
代
表
）

●
定
員　

会
場
60
名
、Ｗ
ｅ
ｂ
90
名

●
費
用　

無
料

●
内
容　

医
者
・
病
院
・
薬
局
失
敗

し
な
い
選
び
方
・
考
え
方
～
病
気

で
も「
健
康
」に
生
き
る
た
め
に
～

●
申
込
方
法　

12
月
19
日
㊋
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
栃
木
県
医
療
政
策
課
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６
２
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「
い
の
ち
支
え
る
大
田
原
市
自
殺

対
策
計
画
」の
策
定
に
向
け
て
広
く

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

●
意
見
募
集
期
間　

12
月
４
日
㊊
～

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

25
日
㊊

●
意
見
を
提
出
で
き
る
方

①
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
中

の
方

②
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
方

③
市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方

④
本
計
画
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

●
提
出
方
法　

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
、
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
提
出

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
申
健
康
政
策
課　

本
３
階

〒
３
２
４
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４
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大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１
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 kenkou@

city.ohtaw
ara.

     tochigi.jp

　

自
殺
対
策
研
修
の
一
環
と
し
て
、

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
の「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
」を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

令
和
６
年
１
月
19
日
㊎
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
３
階

　

３
０
１
会
議
室

●
講
師　

大
橋 

房
子 

氏（
と
ち
ぎ
い

の
ち
の
電
話
事
務
局
長
）

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

勤
務
の
方

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

令
和
６
年
１
月
18
日

㊍
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
健
康
政
策
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
４

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出

産
を
し
た
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。

●
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方（
届
出
に
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん
）

●
内
容　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除

※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
産
前
産
後
免
除
を
受
け
る
と
、
認

め
ら
れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
書
は
出
産
予
定
日
の
６
か
月

年
金
・
国
保

前
か
ら
提
出
可
能
で
す
。

●
持
ち
物　

▼
母
子
健
康
手
帳
な

ど
、
出
産
予
定
日
が
わ
か
る
も
の

▼
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
▼

印
鑑

問
申
大
田
原
年
金
事
務
所

 
 

０
２
８
７（
２
２
）６
３
１
１

　
（
音
声
案
内
２
→
２
）

問
申
国
保
年
金
課　

本
３
階
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７

　

令
和
５
年
４
月
分
か
ら
令
和
６
年

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
５
２
０
円
で
、
納
付
期
限
は

翌
月
末
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
を
退
職
し
た
時
は
年

金
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で

す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会

社
を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営
業

者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
な

ど
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者（
ま
た
は
、
第
３

号
被
保
険
者
）へ
の
切
替
え
手
続
き

が
必
要
で
す
。

問
大
田
原
年
金
事
務
所

 
 

０
２
８
７（
２
２
）６
３
１
１

　
（
音
声
案
内
２
→
２
）

問
国
保
年
金
課　

本
３
階

 
 

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

栃
木
県
医
療
安
全
講
習
会
の
開
催

大
田
原
市
自
殺
対
策
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

産
前
産
後
期
間
に
係
る
国
民
年

金
保
険
料
免
除
制
度
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
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